
熊本大学工学部 附属ものづくり創造融合工学教育センタ一 平成 21年度 年次報告書

機械制御を通したプログラミング学習プロジェクト

1 .本プロジェクトの背景と目的

「フ。ログラミング及び演習J(1年後期)は機械工学

で必要とされるプログラミング技術の習得を目的に C

言語を用いて実際にプログラムを組むことを目標とす

る科目である.

機械工学のものづくりにおいてもプログラミング能

力やそのセンスが不可欠となっていることは，現在の

ほとんどの機器がコンピュータを利用して設計・製作

され，その多くが機器組み込みプロセッサによる制御

で宙]作することからもわかる.

機械の新入生のうち入学前のプログラミング経験者

は，十年ほど前には年に数名程度いたのに対し，現在

ではほぼ皆無になっている すなわち，この十数年で

コンピュータは各家庭まで急激に普及したにもかかわ

らず，高校まででプログラミングに触れる機会はかえ

って失われている.ものづくりを含む教育全般で同じ

ことが言えるが，実際に手を動かして物事を学ぶ習慣

を身に付けることが，高校からの接続教育の中でます

ます重要になっている.

本プロジェク 卜はライン トレースカーの実践的な制

御プログラミングを通してC言語プログラミングの学

習を促進し，併せて2年次および3年次に開講される

PBL科目で高度な樹社創造設計 ・製作するために

必要となるメカ トロニクス基礎技術に早期に触れさせ

て興味を呼び起こすことを目標としている.

2. 前年までの実施概要と今年度の実施内容

本プロジェク トは今年度で4年目である.これまで

の実施概要を表 lに要約する.前年度までの詳細は各

年度の年次報告書を参照されたし.

表 1 各年度のプロジヱクト実施概要

平成 18年度

競技課題・コース走破時間(タイム トライアル)

一班あたり人数 :4名(計 25班)

講習会実施回数 3回 (11月十1月2回)

平成 19年度

競技課題 ・コース走破時間(関門を高度化)

一班あたり人数 :3名(計 34班)

講習会実施回数 4回(毎月 1回)

平成20年度

競技課題 1対 1の自動走行対決

一班あたり人数 3名(計 34班)

講習会実施回数 5 回 (11~12 月に集中)
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平成21年度

競技課題 1対 lの自動対戦(ボール取り)

一班あたり人数 :3名(計 34班)

講習会実施回数 11回(表 2参照)

今年度の主な変更点には次の 2点、が挙げられる.
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1) 競技テーマ.最終成果発表として毎年競技会を

実施している.今年度は希望アンケートでの学

生の要望を取り入れ，図 1に示すコースを自動

走行してボールを奪い合う課題を実施した.

2) 講習会回数 .ライ ントレースカーの仕組みゃプ

ログラミングに関する講習会の回数を，前年度

から倍増しでほぼ毎週実施したー最後の競技会

までの途中に 2回の小課題を課し，段階的に進

捗状況が確認できるようにした

表2 本年度のプロジェクト実施日程

月日 内容

10/7 機器配布とソフトウェアのインストーノレ

10/17 p"瓜4制御の講習 希望アンケー ト配布

10/21 動作確認、課題の出題と説明 作業開始

10/28 課題の達成確認希望アンケー卜回収

11/11 光センサの仕組みと使い方の講習

11/18 フイン トレース課題の出題と説明

11/25 フイン トレース課題の作業

12/9 ライン トレース課題の達成確認

12/16 本年度の競技課題発表と解説

10 1113 競技準備作業

11 1120 

12 2/24 

競技準備作業

競技会
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図1 今年度の競技コース






